「大会イベント再開における感染防止の手引き」（館内掲示）
　（１日の試合数は１コート、３セットマッチ６試合以内とする。）　　
【佐賀県バレーボール協会の開催基準を元に大会イベント等の運営および参加する上で、　
以下の手順を守り、安心安全な環境の中でバレーボール活動を充実できるようにします。】
1. 会前日まで２週間内の健康度確認の上、良好な状態にあること
2. 当日朝、受付時にマスク着用の上、非接触型体温計の測定をすること
3. 検温により27.5℃以上の場合は入場・参加を辞退し大会本部を通じて保健所の指示を得ること
4. 入場時に両手の消毒励行のこと
5. 健康チェックリスト（別紙）に記入・提出のこと
6. 入場後の更衣・控え室は指定の場所で2m間隔を取り、４～５人単位で入れ替わり使用のこと
7. 大会イベント会場においては密集・密閉・密着のない行動・発声を行うこと
8. 試合前後の握手、活動中の大声発声、ハイタッチ、ハグの身体接触などを慎むこと
（ベンチ・アップゾーン内においても同様とする）
9. 活動時のマスク着用は熱中症予防を考慮し着脱自由とする
（ベンチ・アップゾーン内においてはマスク着用とする）
10. 飲料ボトルやタオルの共用がないこと
11. 活動の合間の両手消毒励行のこと
12. 朝の受付時に非接触型体温計にて検温後、健康チェック表の記入提出のこと
13. 更衣後の試合前練習は決められた順番・時間に指定の場所で行うこと
14. 試合に際してはプロトコール10分前までにチームベンチ並びにコート用具の除菌を行うこと
15. 試合または練習となるチームはコートに入る前にボールや用具の除菌を済ませておくこと
16. 試合となるチームはプロトコール10分前にコートに入ることができるものとする
17. 試合間およびセット間においては試合球の除菌を行うこと
18. チームは試合セット間のコートチェンジを行う際にベンチの除菌を行うこと
（セット間休憩を3〜５分とする）
19. 試合終了後のボールならびにベンチ、競技用具の除菌を行うこと
試合ごとに→16. 17. 18.19.の繰り返し
20. 退場時に両手消毒励行のこと 
※『大会イベント参加当日後も健康チェックを欠かさず、三つの密を回避し、感染拡大予防を継続して
お願いします。』　
【佐賀県バレーボール協会の大会イベント開催基準】
1． 全国的かつ大規模なスポーツイベントの開催については、感染リスクへの対応が整わない場合は中止
または延期すること。
2． 国の緊急事態宣言、佐賀県または隣県の知事要請等による「県境移動自粛」の発出がないことを大会
イベント開催の基準とすること。
3． 大会イベント等の開催市町ないし会場施設が使用制限中でないことを大会イベント開催の基準とする
こと。
4． 大会イベント参加者・チームメンバーが２週間以上にわたる健康かつ練習活動の継続を有することを
大会イベント参加の基準とすること。
5． 大会イベント参加当日以降も健康チェックを欠かさず、三つの密を回避し、感染拡大予防ガイドライン
等を守ること。

ご協力ありがとうございます。　　　　佐賀県バレーボール協会      

【申し合わせ事項】
　　１．保護者・チーム応援者の皆さまへ
　　　　　後半期における各種大会イベントが安全安心の環境をもとに計画実施できるよう、佐賀県協会として大会再開
基準に則り、また各種ガイドラインを参考にウイルス感染防止手引きを作成しました。どうか、手引きを元に試合
練習活動が継続できるように以下のことをご理解いただき、ご協力をお願いいたします。
　　　　・保護者や卒業生、在校生の応援は大会実行委員会で定めた基準内で応援入場可能とする。選手、運営スタッフ
と同様に入場時のⒶ大会前健康チェックシートとⒷ入場確認リストを提出のこと。
（当該学校・チームのメンバーリストは別途様式にて、提出のこと）
　　　　・感染に至った場合は、チーム責任者・所属長に確実かつ早急に連絡のこと。
２．チーム関係者へ
①大会参加にあたって
　・独自様式において、保護者・所属長の参加同意書を必ず取ること。
　・受付時に非接触型検温後、Ⓐ大会前健康チェックシートとⒷ入場確認リストを提出のこと。
②ゲーム開始前
　　　　　　・必要な新型コロナ対策用品は各チームで準備すること。（消毒液・マスク・タオルなど）
　　　　　　・待機場所については、各会場の指示に従うこと。待機場所においても密を避けた行動をすること。
　　　　　　・待機・更衣場所やベンチ、応援ギャラリーについては、各学校の準備した消毒用品で消毒のこと。
　　　　　　・前の試合が設定時間を超えた場合にも十分な消毒を行うため、大会役員の指示に従って入場のこと。
（次試合の時間を設定後、本部競技委員会から会場アナウンスを行う。）

　※１試合目のコートアシスタントは、　　　　試合目のチームで行う。　

③ゲーム中
　　　　　　・大会関係者はすべてマスクの着用を義務づける。（試合中の選手・スタッフを除く）
　　　　　　・観覧席・ギャラリーから声を出しての応援自粛のこと。ベンチやアップゾーンについても大きな声による指示や
応援は自粛すること。応援者の間隔についても密にならないように工夫すること。
　　　　　　・ベンチやアップゾーンの選手は、密な状態を避けること。（間隔をあけるなど）
　　　　　　・飲料用ボトルやコップ・タオルは共用せず、個人で十分な量を準備すること。
　　　　　　・試合開始時の握手はせず、アタックラインで立ち止まり、「礼」をする。終了時も同様とする。
　　　　　　・試合開始前のキャプテン同士や審判との握手はしない。
　　　　　　・ゲーム中の自チームにおけるタッチや握手は自粛のこと。
　　　　　　・コートアシスタントは記録１名、ラインジャッジ４名、点示１名、リベリチェック１名、ボール消毒１名、計８名。
　　　　　　・ネット越しに、大きな声による相手への声かけは行わない。
　　　　　　・ゲーム中において、ボール交換やセット間には必ずボールの消毒をする。
　　　　　　・試合間には、必ず換気を行う。空調がある場合にも行う。ただし、窓の開閉が困難な場合には、競技委員長・
会場責任者が、回数や時間を設定して換気を行う。
　　　　　　・ナンバーパドルは使用しない。
　　　　　　・朝のフロア練習について
（　　　日目）　　　８：３０～　９：００（　　　試合目のチーム）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　９：００～　９：３０（　　　試合目のチーム）
　　　④ゲーム終了後
　　　　　　・チームは、使用したベンチや用具の消毒を行うこと。
　　　　　　・大会終了後、表彰式では密にならないように間隔を空けて行うこと。
　　　　　　・大会後２週間以内に発熱や体調不良、感染がある場合は、チーム責任者に確実かつ早急に連絡すること。
